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1954年、港区青山生まれ。

本名　たかむらともや

新宿区立西戸山小中学校卒。

新宿区百人町では有名な「超

悪ガキ」だったが、担任の河合

隆慶先生に救われる。

　都立石神井高から北大に進

み大学3年の冬、突然「教師」を目指す。昭和52年

4月新設校新座五中に赴任。五中・六中・二中で

21年間担任を続け、年間240号以上の学級通信

「一生懸命」を書き続ける。その続編がこの幻の議

会報告『一生懸命』である。

　現在石神3丁目の”たかやん塾”で中高生達と

”個別対応””集団対応”の塾をやりながら、月に一

度の黒目川の川掃除と７か所での駅立ちに燃えて

いる。好きな言葉は継続は力なり。

好きな政治家はホセ・ムヒカ、バーニー・サンダース

田中角栄、山本太郎。好きな女優は新垣結衣、

ハン・ヒョジュ。最近、会ってみたい人は前川喜平

工藤勇一。写真は姪の一番したの子、咲良です。

　滅茶苦茶可愛いです。この子達が泣くことのない

国にするには庶民の敵、阿倍政権を倒さないとい

けない。本気でそう思うのです。

幻の新座市議会報告第175弾！

　8月4日に行われた「第21回わいわい川遊び」の

一コマです。天気にも恵まれ午前中も午後も、黒目

川には子ども達の笑顔が溢れました。

 ”日本という国で投票権のある人の50％も投票に行

かない。そのことにもっと危機感を持たないといけな

い。自ら三流国であると言っているようなものだ。そう

いう国民がグローバル企業に喰われるのである。

　「消費税」「入管法改正」「TPP」「日米FTA」「水道

法改正」「憲法九条改正」「集団的自衛権」「種子法

廃止」「緊急事態条項」「派遣法改正」どれを取って

みても、少し考えれば日本国民にとってマイナスにし

かならないと分かりそうなものだが、それを黙って受

け入れてしまう。考えないでスルーしてしまう。

　自分の脳みそで考える事を、決めることを拒否する

ようになった国民に未来はない。国民を食い物にす

るアホな政権に「アホ」「NO」と言えない国民に未来

などないのである。”

　＊随分乱暴な言葉で書いてありますが、僕の日記

の一部です。今回の参議院選挙の投票率が48.8％

だと知って、驚きました。全有権者の僅か16,7％にし

か支持されていいない自民党の議席は50％を超え

ています。過半数以上の国民の支持を得ている訳で

はないのです。僅か10％台の支持率なんです。

　僕が今回の選挙で一番注目したのは「山本太郎」

でした。ずっと、このプロフィールの中で好きな政治家

の1人に書いてきたのですが、同じ思いの人が99万

2267人いたことが嬉しいです。山本太郎の魂のこも

った「演説」に心を打たれた人が100万人近くいたと

いうことです。政治家は言葉が命です。これからも山

本太郎から学び、応援していきたいと思います。

48.8％



読み終わりましたら、お知り合いの方にさしあげてください m(_ _)m

　
わいわい川遊び１

　富山で母の四十九日を無事終えて、戻ってきた

次の日が「川遊び」の日でした。告知も準備もかな

りいい加減だったのですが、多くのスタッフの協力で

沢山の子ども達の笑顔を見ることができました。

今年も天然の鮎、オイカワ、カワムツ、ウグイ、ハヤ

ヌマエビ、カワヨシノボリ、ニジマス（ギョギョ！）など

が大量に採れました。手網を使って、自分達で魚

を捕まえた子ども達は大喜び。「採れたよーっ！」

と、こんな笑顔を見せてくれます。

　家の近くの川で親子でこんな風に遊べるのです

から、黒目川という川は本当にいい川です。素敵な

笑顔の家族を見ていたら、羨ましくなりました。

　小学校に上がる前の子も、お父さんがついていれ

ば大丈夫！初めてのカヌーに大興奮！可愛かっ

たなあ・・・。来年も来てくれるかな・・・。

わいわい川遊び２

　教え子の妹家族も初参加。お昼を挟んで午後の

スイカ割まで参加してくれました。来年もみんなの

笑顔を見せてねーっ！

今年も多くの子ども達が黒目川を掃除して、黒目

川で遊び、黒目川で魚を採って、笑顔で帰って行

ってくれました。黒目川は小さな子どもから、大人

まで誰でも楽しめる川なんだということを実感できた

一日でした。ありがとうございました。


